
ICT化推進チーム リーダー 米持克彦

議会改革 真っ最中！

平成26年 第4回定例会のあらまし

　補正予算の主なものは次のとおりです。
●教育施設の老朽化対策・耐震補強等 29億2,000万円
●利用者数の増による障害者介護給付費等の追加 7億847万円
●市職員の給与改定等に伴う経費 2億1,054万円
●道路整備の発注前倒し　 （債務負担行為　2億4,000万円）

一般会計に38億5,600万円を追加

　次の小中学校を統合します。（平成27年4月1日から）
●統合前：幸町第一小学校・幸町第二小学校
　統合後：幸町小学校（旧幸町第四小学校の位置（幸町2丁目12番12号））
●統合前：花見川第一中学校・花見川第二中学校
　統合後：花見川中学校（花見川第一中学校の位置（花見川6番2号））

平成26年第4回定例会可決した主な議案

　今定例会では、市長提出議案20件、議員提出議案9件（うち意見書7件）を審議しました。
　議決結果は、市長提出議案20件は原案どおり可決・承認し、議員提出議案8件は原案ど
おり可決し、1件は否決しました。
（詳しくは4面の議案の議決結果・会派別賛否状況をご覧ください。）

『千葉市議会議場コンサート2015』

議会改革推進協議会
委 員 長　宇留間又衛門
副委員長　福  谷  章  子

大規模災害が発生した際に、議会として
迅速に対応できるよう「千葉市議会大規模
災害対応指針」などをまとめた大規模災
害対応ハンドブックを作成し、それに基づ
き、台風18号上陸の際は防災対策会議を
開催した。
災害が起きた際に、議員が地域で個々

に行動するよりも、一定のルールを作って
行動した方が、より効果的・効率的に災害
に対応することができる。
災害はいつ発生するかわからない。この
指針の策定は「待ったなし」ということで、
早急に協議を進めた。

政策条例策定体系検討チーム リーダー 小川智之

議会は、本当はいろいろなことができる権能をもっているはずな
のに、現状ではその権能を十分活かしきれていない。
協議では、千葉市議会が一丸となって問題を解決するための
方向性を決定し、議会側から政策を提案するプロセスを基本フ
ローとしてまとめることで、手探りで行っていた政策立案や条例
提案などのスキームを見える化した「政策形成基本フロー」を策
定した。
あとは、この仕組みをいかに使って、議会としての権能を発揮

するかである。ぜひ成果を上げていきたい。

議会内部事務の効率化や議会活動の向上のた
め、タブレット型端末を活用した文書共有システム
の導入を今後進めていくこととした。
「議会のＩＣＴ※化が住民にメリットがあるのか？」
という疑問から議論が始まった。
「タブレットなど触ったこともない」と、消極的な
意見ももちろんあるが、議員全員が参加する体験
会を実施したことで、少しずつでも意識が変わっ
てきたことを感じる。まさに「習うより慣れろ」とい
う形で進めた。
世の中の流れに議会が遅れないように、引き続

き検討を進めていく。

村松 稔之さん
（カウンターテナー）

むらまつ としゆき

なかむら めぐみ

いけやま ゆか
オランピア

左 ： 池山 由香さん
（アルパ ）

右 ： 中村 　愛さん
（ハープ）

今回の協議会で最も協議に時間をかけたのが、この
「議員定数の削減」だ。幹事長会議での協議も併せ精力
的に協議を重ねてきた。
定数の削減については、「厳しい財政状況の中、議員

も身を削るべき」「将来の人口減少や財政
状況を見据え、スリムな組織体制にすべ
き」などの「削減すべき」との意見と、「議
員数の多い方が、多様な住民意見を反映
しやすい」「定数減は大政党に有利に働
き、民意が正確に反映されない」などの
「削減するべきではない」との意見の、賛
否両論があり、なかなか合意を得ることは
できなかった。
協議会で議論をし尽しても合意を得る

ことができなかったため、正副委員長で協
議し、「議会の広聴機能の充実や、議員が
より一層努力することで議員定数を4人
削減する」という案を提示したが、やはり

全会派の合意を得ることはできなかった。
最終的には全会派の合意に至らなかったが、大方の
会派の了解が得られたということで、議員定数の削減を
決定し、4月の統一地方選挙から適用することとした。

補正
予算

小中学校
の統合

　千葉市議会が市民の皆様に
とって身近で親しみやすいもの
となるよう、第1回定例会の開会
に先立ち、村松稔之さん（千葉市
芸術文化新人賞受賞者）&ニュー
フィルハーモニーオーケストラ
千葉団員4人と、アルパ･ハープ
デュオのオランピアによる議場
コンサートを開催します。
　皆様のご来場をお待ちしてお
ります。

日時：平成27年2月16日（月）午前11時～12時
場所：千葉市議会本会議場
定員：92人（当日先着順）
申し込み：当日午前10時から議会棟1階傍聴受付で入場券を配布
問い合わせ：議会事務局総務課
TEL 043-245-5466　FAX 043-245-5565
E-MAIL somu.AS@city.chiba.lg.jp

議員定数を削減　54人⇒50人
大規模災害対応
　　 ハンドブック作成
大規模災害対応
　　 ハンドブック作成

政策提案する仕組みづくり政策提案する仕組みづくり ICT化を推進ICT化を推進

タブレットを使った文書共有システムの体験会を実施

本会議時に大地震を想定した避難訓練を実施

※ＩＣＴ：情報（Information）や通信（Communication）に関する技術（Technology）の総称

　平成25年7月に議会改革推進協議会を設置し、昨年12月まで精力的に協議を重ねてきた。
　どの協議もさまざまな意見があり、なかなか意見がまとまらなかった。時代の変化に対応し
ていくことは必要だが、今までずっとやってきたことを変えるのは、大変な痛みを伴うことで、
皆の協力が無ければできないことだ。「議会改革」に終わりはない。これからも、できあがった
ものを磨き上げながら進めていきたい。
　この協議会での自由なディスカッションで議員の意識が変わったことは、市議会にとって大
きなプラスになったと感じている。
 詳しくは、市議会ホームページをご覧ください。   http://www.city.chiba.jp/shigikai/suisin.html

11月28日～12月17日

区別の議員定数

中央区
11人→10人

花見川区
11人→10人

稲毛区
9人→8人

若葉区
9人→8人

緑区
6人（変更なし）

美浜区
8人（変更なし）

今回の定例会 第1回定例会（2月）
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